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南の躍動
奄美のよさを生かした魅力・活力ある教育の推進

大島教育事務所長 溜 清弘

新しい年を迎えました。

能登半島で地震が発生し，多くの方々が被災されております。心よりお見舞い申し上げますと
ともに皆様の安全と１日でも早く復興できることをお祈り申し上げます。
昨年は，奄美群島日本復帰70周年の記念の年として，奄美の先人たちの行動と勇気の歴史を風

化させないように，様々な教育活動が各学校では展開されました。大島教育事務所においても，
「奄美群島日本復帰に関する郷土素材リーフレット」 (別掲) を作成したり，「奄美群島日本復
帰70周年記念 第37回大島地区中学校弁論・ショートスピーチ大会」を開催したりしました。弁
論では，「人と自然が共生する姿こそ本島の豊かさであり，ふるさと奄美の魅力を発信し続けて
いきたいこと」や「30年後，私たちが住む奄美群島がどうあってほしいか，この島で守っていく
べきものは何かを考えながら未来予想図を描いていること」など，自分の生まれ育った奄美に誇
りを持ち，大切にしたいという想いが伝わり，感銘を受けました。
今年は奄美群島日本復帰71周年を迎えますが，記念の年だけではなく，これから時代や世代が

変わっても，先人の思いを受け継ぎ，現在から未来につなぎ，これからの人生をどのように生き
ていくのかを考える機会をつくり続けることが重要です。
奄美の先人たちの行動と勇気の歴史を風化させないように，単なる通過点とせず，奄美の歴史

や文化，その将来について深く考えさせ，「人材の島」，「教育の島」と謳われている本地区の
特性を更に生かした教育活動を展開してほしいと思います。そして，これからの社会を担ってい
く子供たちに，郷土に誇りと愛着を持たせられるように，皆様方と共に一生懸命取り組んでいき
たいと考えております。
今年も，実りある一年となるように市町村教育委員会や各学校と一体となって頑張っていく所

存です。どうぞ，よろしくお願いいたします。
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奄美群島日本復帰７１周年を迎えるに当たって

【（別掲）奄美群島日本復帰に関する郷土素材リーフレット】

【リーフレット説明用プレゼン】

【小学校用】 【中学校・一般用】



令和５年度，大島地区では，以下の７校のプロジェクト校（コアスクール，エリア推進スクール）を指定し，
大島地区の教員の授業力や児童生徒の学力の向上を目的として，研究実践を行ってきました。これまでの取組を
通して，どの学校においても，活発に授業研究を行う先生方の姿が見られています。

今年度の成果として，主に「①観の交流を通して，育成を目指す資質・能力を重点化し，全職員が共通の目標
にすることができていること(「表現力」〔小宿中〕，「説明する力」〔大和中〕，「変化に対応する力」〔田
検中〕など) ②単元や一単位時間で目指す生徒の姿を指導案に記載することで，授業者と参観者がイメージを
共有した上で研修を行うことができていること」が挙げられます。本プロジェクトを通して，学び合う教師集団
を構築するためには，全職員が「共通」理解し，「共通」の目標をもち，「共通」実践を図ることが大切である
ことを改めて見いだすことができました。一方で，授業研究を通して全職員で取組事項について協議をしても，
共通実践が十分に図られていないことが課題として挙げられています。今後，これらの課題を解決することで，
大島地区の教員の授業力，児童生徒の学力の向上を一層図っていきます。

下原洞穴遺跡は崖面に開口する洞窟に立地する遺跡で，この遺跡の発掘調査によって，これまで奄美地
域において最古の土器型式であった南島爪形文土器よりも，更に古い土器文化が徳之島に存在しているこ
とが明らかとなりました。新たに見つかった土器は，波状(はじょう)条(じょう)線(せん)文(もん)土器と，
隆起(りゅうき)線(せん)文(もん)土器と呼ばれる土器で，波状条線文土器は出土した地層の年代から，お
よそ，９千年前の土器と考えられ，一方の隆起線文土器
も地層の年代から約１万３千年前のものと考えられてい
ます。これにより，約７千年前と考えられていた奄美地
域における土器文化の開始が更に遡ることが明らかとな
りました。下原洞穴遺跡には，これらの土器よりも古い
旧石器時代の生活痕跡も見つかっており，この地域にお
いて，古い時期の人々の生活がどのように移り変わり，
土器の製作が開始されるかを考えるうえで，極めて重要
な遺跡です。

コアスクール 奄 美 市 立 小 宿 中 学 校

エ リ ア 推 進
ス ク ー ル

大 和 村 立 大 和 中 学 校
宇 検 村 立 田 検 中 学 校
喜 界 町 立 喜 界 中 学 校
伊 仙 町 立 面 縄 中 学 校
知 名 町 立 知 名 中 学 校
与 論 町 立 与 論 中 学 校

【研究授業の様子(小宿中)】 【授業研究の様子(小宿中)】

令和５年11月25 日(土)，喜界町立喜界中学校体育館にて，奄美群島12市町村から130人以上の参加者が
集い，「学校・家庭・地域の連携・協働を生かしたＰＴＡ活動の推進」の研究主題のもと，標記大会が開
催されました。学校や家庭だけでなく，地域を含めた社会全体で協力した子育ての充実が求められる中，
喜界町ＰＴＡ連絡協議会では，本研究主題を掲げ，児童生徒の健全な成長を図ることを目的とし，保護者
と教師が協力して，学校及び家庭における教育への理解を深めたり，会員相互の学習を通して，家庭や地
域の教育力の向上について学んだりしながら，会員の資質向上とＰＴＡ活動の充実・発展に向けて取り組
んでこられました。研究協議では，喜界小学校，早町小学校，喜界中学校の各ＰＴＡの皆様が，これまで
の「人材」「自然」「文化」等の地域のよさを生かしたさまざまな活動の具体的な取組とその成果を発表
されました。また，講演会では，演題「命輝くふるさと大島～社会参加活動を考える“きかい”に～」と
題し，前鹿児島市伊敷公民館長の河原橋和博氏に，これからの未来を担う子供たちが，充実した楽しい人
生を送るため，ＰＴＡ活動の重要性を再認識するとともに，ＰＴＡの活性化や充実のためのヒントとなる
講演をしていただきました。次回は令和６年度に伊仙町で開催予定です。
次回も素晴らしい大会となるよう，準備を進めて参ります。

令和５年度 鹿児島県ＰＴＡ活動研究委嘱公開喜界町大会

【参加者の感想】
三校のＰＴＡ活動の充実ぶりがよく理解できました。喜界町の子供た

ちが校内・校外において積極的に活動している背景にＰＴＡの会員の皆
さんの積極的な取組があることがよくわかりました。ＰＴＡ活動が充実
していることがよくわかりました。

コアスクールプロジェクト〔コアスクール・エリア推進スクール〕

天城町の文化財 下原洞穴（したばるどうけつ）遺跡


